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Ａ.２０１６年３月期第２四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）
（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

１６０

２５０

２０２

９，１９２

2015/3期
上半期実績

②

△１２

△３

１

△１９７

差額

⑥＝①－⑤

△５．３

１０．６

１４．５

３．７

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

１６５

２８０

２３０

９,７３０

上半期予想
（5月8日発表）

⑤

９２．２

９８．８

１００．５

９８．０

率
⑦＝①÷⑤

ｘ100

△８

２６

２９

３４０

増減額
（前年比）

③＝①－②

１５２
親会社株主に

帰属する

四半期純利益

２７６経常利益

２３１営業利益

９，５３２売上高

2016/3期
上半期実績

①

2）連結経営指標 第２四半期累計 （前年同期実績）

・売上高営業利益率 ２．４％ （２．２％）

・売上高経常利益率 ２．９％ （２．７％）

・ＲＯＥ ５．７％ （６．４％）

・ＲＯＡ ２．１％ （２．３％）
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５，３１９

１４，５３６

2015/3期

３２

△５３７

増減

５，３５１自己資本

１３，９９８総資産

2016/3期上半期

（単位：億円）

Ⅰ. 経営状況

Ｂ.財政状態

△１１ー連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額

１１△１６△４現金及び現金同等物に係る換算差額（Ｄ）

△８３△９３△１７７財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ）

△１６１△８３△２４５現金及び現金同等物の増減額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

２３０１，２５９１，４８９現金及び現金同等物の期首残高

１，１７７

２６

△１８５

２１１

2015/3期上半期
実績
②

６６

△８９

３

△９３

増減額
（前年比）
③＝①－②

１，２４３現金及び現金同等物の期末残高

△６３フリー・キャッシュ・フロー（Ａ＋Ｂ）

△１８１投資活動によるキャッシュ・フロー （Ｂ）

１１８営業活動によるキャッシュ・フロー（Ａ）

2016/3期上半期
実績
①

Ｃ.キャッシュ・フローの実績
（単位：億円）

◇財政状態

総資産は、投資有価証券や建物の減少等により、対前年度末５３７億円、３．７％減少。

◇キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物の２０１５年９月末残高が、対前年度末２４５億円減少し、

１，２４３億円。
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Ｄ.直近５年間の売上高、営業利益の推移

Ⅰ. 経営状況

139
157

174
202

231

0

150

300

12.3上 13.3上 14.3上 15.3上 16.3上

(億円)
連結営業利益

9,5329,192
8,3577,9878,019

1.8031.7431.6271.5521.521

0

5,000

10,000

12.3上 13.3上 14.3上 15.3上 16.3上

(億円)

0.0

1.0

2.0

(倍)連結売上高 売上高連単倍率

◇売上高の推移

対前年３４０億円、３．７％増加。

「重量品建設」セグメントや海外セグメントが好調を維持したこと、

日通ＮＥＣロジスティクス社の新規連結効果により、「その他」セグメントが大きく伸長。

◇営業利益の推移

対前年２９億円、１４．５％増加。

料金改定の効果や燃油費単価下落の影響により、前年対比で「複合事業」セグメントが

大きく改善。「重量品建設」セグメントと海外セグメントが伸長。
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Ⅰ. 経営状況

Ｅ.直近５年間の経常利益と親会社株主に帰属する四半期純利益の推移

190
206

223

250

99
113

74

160 152

276

0

50

100

150

200

250

300

12.3上 13.3上 14.3上 15.3上 16.3上

（億円）

連結経常利益 親会社株主に帰属する四半期純利益

◇経常利益の推移

対前年２６億円、１０．６％増加。

◇親会社株主に帰属する四半期純利益の推移

対前年８億円、５．３％減益。

固定資産処分損が前年に比べ２４億円増加。

前年に「米国集団訴訟関連引当金」の発生に伴う特別損失を３３億円、

投資有価証券の売却による特別利益を５１億円計上。
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Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △４９４．９９２３５．６２３６４８７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△０．８△１４１，８４６１，８３２売上高

２．６ （ ２．１）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３，６６０

予想

業績予想（5/8発表）対比

９９．４

進捗率

前年同期対比実績

・ ９月に鉄道取扱、トラック輸送、倉庫の荷動きが低迷

・ 料金改定の効果や燃油費単価下落の影響が継続し、増益を確保

△２２△０．５△１８３，６５５３，６３７

２０．７８３８４７

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 １１２１．０５７８．０３３６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△１．９△２１３８１３５売上高

１．４ （ ０．４）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２７８

予想

業績予想（5/8発表）対比

９７．９

進捗率

前年同期対比実績

・ 一部の不採算業務から撤退したことにより売上げは減少したものの、利益率が改善し、増益

△５△１．６△４２７６２７２

２１０．６１０１

増減率増減額 差額15/3期16/3期

2）警備輸送 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇複合事業・・・減収、増益

期末における輸送需要の高まりが期待された９月は、天候不順に見舞われたことに加え、

営業日数減やシルバーウィークの影響を受け、鉄道取扱いやトラック輸送、倉庫の

荷動きが低迷。

料金改定の効果や燃油費単価下落の影響が継続し、増益を確保。

◇警備輸送・・・減収、増益

４月以降、一部の不採算業務から撤退したことにより売上げは減少したものの、利益率が

改善し、当・第２四半期においても、増益。
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Ⅰ. 経営状況

3）重量品建設

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ４１４０．２１１４４．６５１１１６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１７．１２０１１８１３８売上高

５．３ （４．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２５７

予想

業績予想（5/8発表）対比

１０７．１

進捗率

前年同期対比実績

・ マレーシア、ベトナムでの大型プラント工事が順調に売上げを伸長

・ 国内では、風力発電関連の取扱いが堅調に推移

１８１１．８２９２４６２７５

３４．８１５７

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇重量品建設・・・増収、増益

海外においては、当第２四半期もマレーシア、ベトナムでの大型プラント工事が

順調に売上げを伸長。

国内においては、風力発電関連の取扱いが堅調に推移。
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Ⅰ. 経営状況

4）航空

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △５７９．６２７△１５．０△３２５２１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△３．３△１５４７５４６０売上高

３．５ （４．０）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ９３９

予想

業績予想（5/8発表）対比

９６．４

進捗率

前年同期対比実績

・ 日本発輸出貨物の取扱重量が、前年比マイナスで推移

・ 仕入単価の高止まりも継続し、減益

△３３△１．５△１３９１８９０５

△１６．３△３１９１５

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 １１０３．２３２１３．９４２９３３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）０．００３０３３０４売上高

４．７ （４．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ６１１

予想

業績予想（5/8発表）対比

９９．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 輸出において、主に設備輸送関連が売上げを支えたが、内航における、燃油費単価下落が影響

・ 海外引越の取扱いが、輸出入ともに好調を維持し、増益

△１２．２１３５９６６０９

１．７０１３１４

増減率増減額 差額15/3期16/3期

5）海運 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇航空・・・減収、減益

米州向けの自動車関連、アジア向けの電子・電機関連の荷動きが低迷するなど、

当第２四半期の日本発輸出貨物の取扱い重量は前年比マイナスで推移。

燃油サーチャージ下落も影響し、減収。

仕入単価は下落の傾向を示したものの、依然として高止まりの状況が継続し、減益。

一方、輸入は自動車関連の取扱い減少等で、件数は前年を下回ったが、

千葉県市川市のＢＩＬＴ－２を中心としたロジスティクス業務が好調を維持し、

増収。国内貨物は営業日数減の影響により、減収。

◇海運・・・増収、増益

輸出は当・第２四半期も米州向けを中心に設備輸送関連が売上げを支える状況が

継続。輸入は青果関連が振るわなかったものの、太陽光パネルや雑貨関連の取扱いが

増加し、前年並みの売上げを確保。

海外引越は、輸出入ともに好調を維持し、利益を押し上げ。

一方、内航は燃油費単価下落に伴う収受額の減少などが影響し、減収。
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Ⅰ. 経営状況

6）米州

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ４１２２．０２２５７．０９１７２７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２８．２５４１９１２４５売上高

５．７ （４．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４９４

予想

業績予想（5/8発表）対比

９７．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 米国において、アジア向け航空・輸出フォワーディングが伸長

・ メキシコにおいて、自動車関連のお客様の設備増強に伴う、海運・輸入フォワーディング、倉庫配送が

堅調に推移

△１１２９．０１０８３７４４８２

７２．０５８１３

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △１８２．３８△３２．７△３１０６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）４．６９１９８２０７売上高

１．４ （２．８）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４０４

予想

業績予想（5/8発表）対比

１０１．６

進捗率

前年同期対比実績

・ 英国、ベルギーにおいて、自動車関連の航空・輸出フォワーディングが堅調に推移

・ オランダにおける電子・電機関連の倉庫配送が順調に売上げを伸ばした一方で、新規業務立ち上げに

伴う初期費用の発生、ロシアでの経済低迷による荷動きの鈍化により、減益

６３．７１４３９５４１０

△４６．８△２５２

増減率増減額 差額15/3期16/3期

7）欧州 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

「海外会社」の第２四半期は、４－６月期

◇米州・・・増収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースでも、増収、増益。

米国において、アジア向けの航空・輸出フォワーディングの取扱いが伸長したほか、

米国内のトラック輸送も堅調に推移。

メキシコでは、自動車関連のお客様の設備増強に伴う、海運・輸入フォワーディング、

倉庫配送業務が引き続き好調を維持。

◇欧州・・・増収、減益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースの実績でも、増収、減益。

英国、ベルギーにおいて、自動車関連の航空・輸出フォワーディングが堅調に

推移したほか、２０１５年１月から営業開始したオランダにおける電子・電機関連の

倉庫配送業務が順調に売上げを伸長。

一方で、オランダでの新規業務立ち上げに伴う初期費用の発生とともに、ロシアでの

経済低迷による荷動きの鈍化により、減益。
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Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △３６０．６９△２０．０△１７５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１６．３４０２５０２９１売上高

１．２ （１．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５７８

予想

業績予想（5/8発表）対比

９９．４

進捗率

前年同期対比実績

・ 現地通貨ベースにおいては、減収、減益

・ 中国では、自動車関連の調達物流の取扱いが伸長

・ 香港等における航空・輸出フォワーディングの減少、中国における現地人件費の上昇等により、減益

△３１９．５９３４８０５７４

△１２．８△０３３

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ２１４８．５５２６．１１６８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１６．６２５１５２１７７売上高

２．４ （２．５）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３６８

予想

業績予想（5/8発表）対比

１００．０

進捗率

前年同期対比実績

・ 現地通貨ベースにおいては、増収、減益

・ 地域全体において、航空・輸出フォワーディングの取扱いが増加

・ 一部地域において、コスト面の課題が残る

△０２６．１７６２９１３６７

１０．４０３４

増減率増減額 差額15/3期16/3期

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

「海外会社」の第２四半期は、４－６月期

◇東アジア・・・増収、減益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースでは、減収、減益。

中国では、自動車関連、電子・電機関連の航空・海運フォワーディングの取扱いが堅調に

推移。自動車関連の調達物流の取扱いも、お客様の新工場建設に伴い売上げが伸長。

一方、香港、台湾における航空・輸出フォワーディングの取扱い減少、中国における

現地人件費の上昇などにより、地域全体では減益。

◇南アジア・オセアニア・・・増収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースでは、増収、減益。

フィリピン、タイをはじめとして、地域全体において航空・輸出フォワーディングの

取扱いが増加。マレーシア、インドでは、海運・輸出フォワーディングが堅調に推移

するなど、売上げは順調に伸長。

一方、シンガポールにおける航空利用費の上昇など、一部の地域においてコスト面での

課題も残る。
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Ⅰ. 経営状況

10）販売

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ０１０２．４３１１４．９４２７３１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△１２．８△１３６１，０６２９２６売上高

１．９ （１．１）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，９６８

予想

業績予想（5/8発表）対比

９４．４

進捗率

前年同期対比実績

・石油類の販売単価下落により、減収となったものの、一定の利幅を確保し、増益

△１１０△１０．９△２２６２，０８４１，８５７

４５．１５１２１７

増減率増減額 差額15/3期16/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △２７２．９９△４．７△０７６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）５６．９１５４２７１４２５売上高

２．２ （１．８）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ８４８

予想

業績予想（5/8発表）対比

９８．７

進捗率

前年同期対比実績

・ 日通ＮＥＣロジスティクスが、前年度第３四半期から連結子会社となり、増収、増益

△１０５５．６２９９５３８８３７

８７．２４４９

増減率増減額 差額15/3期16/3期

11）その他 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇販売・・・減収、増益

日通商事において、石油類の販売単価下落により減収となったものの、一定の利幅を

確保したことなどから、増益。

◇その他・・・増収、増益

日通ＮＥＣロジスティクス社が、前年度第３四半期から連結子会社となり、収入、利益の

増加に寄与。
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増減要素

参考連結（第２四半期累計）変動要素

上半期平均為替レート（※） （前年同期）

ＵＳＤ： １２０．２３円 （１０２．４７円）

ＥＵＲ： １３４．１７円 （１４０．４３円）

ＨＫＤ： １５．５１円 （ １３．２２円）

ＲＭＢ： １９．３２円 （ １６．６５円）

売上高

＋１６７．３億円

営業利益

＋４．９億円

為替による影響

（前年同期）

軽油 ： ９１．００円／ℓ（１２１．１０円）

ガソリン：１２８．２２円／ℓ（１５２．９８円）

船舶重油： ４９．３０円／ℓ（ ７３．２２円）

燃油費 △３３．２億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響

（※）上半期平均為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用している。

Ⅱ. 外部環境の変化
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2016年3月期上半期実績 2.4%

（2015年3月期実績 2.5%）

（2015年3月期上半期実績 1.8%）

2016年3月期

国内複合事業営業利益率 3%
国内事業の経営体質強化

2016年3月期上半期実績 37.0%

（2015年3月期実績 34.7%）

（2015年3月期上半期実績 33.5%）

2016年3月期
国際関連事業売上高比率 40%

グローバルロジスティクス
事業の更なる拡大

項目 進捗状況基本戦略

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－ 基本戦略の進捗状況

Ⅲ.経営計画の進捗状況

◇国内複合事業営業利益率３％達成に向けて

引き続き、各種コストの削減に対する取組みを強化するとともに、組織改正を活かした

営業拡大に取り組む。

◇国際関連事業売上高比率４０％達成に向けて

航空・海運のフォワーディングを強化するとともに、海外においては、特に南アジアを

ターゲットに定め、更なる事業の拡大に努める。

その手段として、Ｍ＆Ａや戦略的業務提携も積極的に活用していく。
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Ａ.連結業績予想 （変更なし）

（単位：億円）

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

１０３

３４５

３０６

１０，０５７

2015/3期

下半期実績

2016/3期

１５２

２７６

２３１

９，５３２

上半期

１８７

３５３

３０８

１０，４６７

下半期

３４０

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

６３０経常利益

５４０営業利益

２０，０００売上高

通期予想

◇５月８日発表の連結業績予想を据え置き

各セグメントの業績見通しも変更せず。
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1）複合事業

１１７２１９１３１８７セグメント利益

・ 人件費、外注費など、費用のコントロールに注力概況

売上高 ３，７６７

2015/3期

下半期実績

2016/3期

７，４３２３，７９４３，６３７

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

2）警備輸送 （単位：億円）

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

４１３６６セグメント利益

・ 不採算業務からの撤退により、売上は減少傾向にあるが、利益率の改善により増益概況

売上高 ２７７

2015/3期

下半期実績

2016/3期

５５６２８３２７２

通期予想下半期上半期

◇複合事業

物量の大幅な増加が見込めないなか、人件費、外注費など、費用のコントロールに

今一度注力。

オペレーション支援システムの活用などにより、更なる効率化を推進。

◇警備輸送

売上げは減少傾向で推移するが、利益率の向上により、増益を見込む。
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3）重量品建設

１０２２６１６セグメント利益

・ マレーシアでの大型プラント工事がピークアウトした影響が出てくるが、通期では、売上げ、利益ともに堅

調に推移する見込み
概況

売上高 ２２２

2015/3期

下半期実績

2016/3期

４８９２１３２７５

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

◇重量品建設

マレーシアでの大型プラント工事がピークアウトした影響が出てくるが、通期では、

売上げ、利益ともに堅調に推移する見込み。
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4）航空

７６７５５３２１セグメント利益

・ 前年にあった特需の反動減は避けられない見込み

・ 輸出貨物における利用航空会社やルートの見直し、輸入貨物におけるオペレーション効率改善に努める
概況

売上高 １，１８８

2015/3期

下半期実績

2016/3期

１，９５７１，０５１９０５

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

5）海運 （単位：億円）

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

１９５７２４３３セグメント利益

・ 設備輸送関連が継続し、輸出取扱いは堅調に推移する見込み

・ 輸入においても、太陽光パネルや雑貨関連を中心とした取扱いの拡大を見込む
概況

売上高 ５９１

2015/3期

下半期実績

2016/3期

１，２２８６１８６０９

通期予想下半期上半期

◇航空

前年にあった特需の反動は避けられない見込み。

日本発輸出貨物の取扱い重量の推移を注視するとともに、利用航空会社やルートの

見直しなど、輸出貨物の差益率を押し上げるための施策に鋭意取り組む。

一方、輸入貨物についても、成田地区の拠点再稼動などにより、一層の

オペレーション効率改善に努める。

◇海運

設備輸送関連が継続し、輸出取扱いは堅調に推移する見込み。

輸入も、太陽光パネルや雑貨関連を中心とした取扱いの拡大を見込む。

海外引越は、輸出入とも引き続き好調を維持するとの見方。
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6）米州

１６４１１４２７セグメント利益

・ 米国、メキシコにおいて、自動車関連の海運・輸入フォワーディング、航空・輸出フォワーディングが引き続き

好調を維持
概況（３Ｑ）

売上高 ４１７

2015/3期

下半期実績

2016/3期

９８２４９９４８２

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

7）欧州 （単位：億円）

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

１３２４１７６セグメント利益

・ 英国において、海運・輸入フォワーディングの取扱いが、オランダでは、海運・輸出フォワーディングの取扱い

が堅調に推移

・ オランダにおける新規の倉庫配送業務が売上げを伸長し、オペレーションの改善効果も徐々に顕在化

概況（３Ｑ）

売上高 ４４０

2015/3期

下半期実績

2016/3期

８５０４３９４１０

通期予想下半期上半期

◇米州

米国、メキシコにおいて、自動車関連のお客様を中心に、海運・輸入フォワーディング、

航空・輸出フォワーディングの取扱いが、引き続き好調を維持。

◇欧州

英国において、海運・輸入フォワーディングの取扱いが、オランダでは、海運・輸出

フォワーディングの取扱いが堅調に推移。

オランダにおける新規の倉庫配送業務も順調に売上げを伸ばし、オペレーションの

改善効果も徐々に顕在化。
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8）東アジア

１１２２１６５セグメント利益

・ 中国では、航空・海運の輸出入フォワーディング、自動車関連の調達物流の取扱いが、堅調に推移

・ 香港における海運・輸出フォワーディング、台湾における海運・輸入フォワーディングの取扱いが減少
概況（３Ｑ）

売上高 ５３２

2015/3期

下半期実績

2016/3期

１，１８８６１３５７４

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

9）南アジア・オセアニア （単位：億円）

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

２１１３８セグメント利益

・ 海運・輸出フォワーディングの取扱いが堅調に推移

・ 航空・輸出フォワーディングの取扱いは減少

・ タイにおける、前年の重機建設関連の大型プロジェクトの反動減が影響

概況（３Ｑ）

売上高 ３５４

2015/3期

下半期実績

2016/3期

７８８４２０３６７

通期予想下半期上半期

◇東アジア

中国では、航空・海運の輸出入フォワーディング、自動車関連の調達物流の取扱いが

堅調に推移。しかしながら、香港では、海運・輸出フォワーディング、台湾では

海運・輸入フォワーディングの取扱いが減少。

中国経済の減速の影響が懸念されている状況のなか、今後お客様の動向を注視

していく必要がある。

◇南アジア・オセアニア

海運・輸出フォワーディングの取扱いが堅調に推移したが、航空・輸出フォワーディングの

取扱いは減少。

タイにおける、前年にあった重機建設関連の大型プロジェクトの反動減が影響。
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10）販売

３６６５３３３１セグメント利益

・ 石油類の販売単価下落の影響が継続見込み概況

売上高 ２，１１７

2015/3期

下半期実績

2016/3期

４，１１５２，２５７１，８５７

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

11）その他 （単位：億円）

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

１９３３２６６セグメント利益

・ 日通・パナソニック ロジスティクス社、日通ＮＥＣロジスティクス社の商戦期における売上げが拡大見込み概況

売上高 ８９７

2015/3期

下半期実績

2016/3期

１，７６０９２２８３７

通期予想下半期上半期

◇販売

下半期も、石油類の販売単価下落の影響が継続する見込み。

◇その他

日通・パナソニック ロジスティクス社、日通ＮＥＣロジスティクス社の商戦期における

売上げ拡大などを見込む。
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Ｃ.外部要因の前提

（※）年間為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨ベースの四半期実績に適用している。

Ⅳ.２０１６年３月期通期の業績予想

前提条件
連結業績への影響

（下半期）
変動要素

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ ：１１９．４０円 （１０５．８５円）

ＥＵＲ ：１３０．９０円 （１４０．４２円）

ＨＫＤ ： １５．４０円 （ １３．６５円）

ＲＭＢ ： １９．２０円 （ １７．１９円）

売上高
＋６８．６億円

営業利益
＋２．８億円

為替による影響

（前期年間平均）

軽油 ： ８４．６０円／ℓ（１１０．５５円）

ガソリン：１２７．９９円／ℓ（１４４．４０円）

船舶重油： ４４．５１円／ℓ（ ６６．４７円）

使用量は前年と同量と想定

燃油費 △２５．７億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響
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Ｍ＆Ａによる成長スピードの加速 ー産業別物流プラットフォームの確立に向けてー

Ⅴ.Ｍ＆Ａについて

ワンビシアーカイブズ株式 ８６０億円
アドバイザリー費用等（概算額） ３億円
合計（概算額） ８６３億円

取 得 価 額

日本通運株式会社 １００％取 得 後 の 所 有 株 式 数

売上高（２０１５年３月期） ２１１億円
営業利益（２０１５年３月期） ４５億円

財 務 状 況

２０１５年１２月１５日（予定）株 式 取 得 日

株式会社豊田自動織機 １００％大 株 主 及 び 持 株 比 率

４０億円資 本 金

情報資産管理および保険代理店事業事 業 内 容

代表取締役社長 村田 康弘代 表 者

株式会社ワンビシアーカイブズ対 象 会 社

ワンビシアーカイブズが当社グループの一員になることによって、社会インフラとしてのセキュリティ
＆ストレージプラットフォームの構築を加速させ、日本国内外において、より多くのお客様に新たな価
値を提供していきます。

株式会社豊田自動織機の１００％子会社である株式会社ワンビシアーカイブズの

全株式を取得することについて、豊田自動織機と合意し、株式譲渡契約を締結。

株式取得日は、２０１５年１２月１５日を予定。

ワンビシアーカイブズは、情報資産管理を主力事業とし、官公庁・金融機関・

医療機関等の機密性の高い、極めて重要な文書、データの管理を担う。

今後、更に成長拡大が期待される情報資産管理業界において、高度なノウハウを

持ち、確固たる地位を築いている。

当社は、物流を通して社会発展の原動力となることを企業理念に掲げ、創業以来

「社会インフラ」の一翼を担ってきた。ワンビシアーカイブズが当社グループの

一員になることによって、社会インフラとしてのセキュリティ・アンド・ストレージの

プラットフォーム構築を加速させ、国内外において、より多くのお客様に新たな価値を提供。
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は一切責任を負いませ
んのでご承知おきください。


